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シ
ャ
ー
プ
「液
晶
敗
戦
」
の
教
訓

日
本
の
も
の
づ
く
り
は
な
ぜ
世
界
で
勝
て
な
く
な
っ
た
の
か

か
つ
て
日
本
の
家
電
メ
ー
カ
ー

は
自
動
車
と
並
ん
で
圧
倒
的
な
国

際
競
争
力
を
持
っ
た

「勝
ち
組
」

で
あ
り
、
強
い

「日
本
の
も
の
づ

く
り
」
の
代
表
選
手
だ
っ
た
。

し
か
し
今
で
は
、
ソ
ニ
ー
や
シ

ャ
ー
プ
と
い
っ
た
代
表
企
業
が
赤

字
・
黒
字
の
境
界
を
さ
ま
よ
い
、

米
国
の
ア
ッ
プ
ル
や
韓
国
の
サ
ム

ス
ン
に
進
か
に
引
き
離
さ
れ
た
ば

か
り
か
デ
沖
国
、
台
湾
の
有
力
企

業
に
も
後
塵
を
拝
す
る
。
他
方
、

自
動
車
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
筆
頭

に
ま
だ
強
い
国
際
競
争
力
を
持
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
両
者
の

差
の

‐原
因
」
は
何
な
の
か
。

本
書
は
、
シ
ャ
ー
プ
の
事
例
を

中
心
に
日
本
の
家
電
メ
ー
カ
ー
の

「敗
因
」
を
分
析
し
た
本
だ
ゃ
著

者
は
、
長
年
シ
ャ
ー
プ
で
太
陽
電

池
と
液
晶
に
関
わ
っ
た
技
術
者
で

あ
る
と
同
時
に
経
営
学
者
で
も
あ

り
、
こ
の
テ
ー
マ
を
語
る
に
最
も

ふ
さ
わ
し
い
方
だ
と
い
え
よ
う
。

シ
ャ
ー
プ
は
ソ
ニ
ー
と
並
ん
で

独
自
性
の
あ
る
商
品
を
作
る
面
白

い
会
社
だ
っ
た
。
思
い
起
こ
す

と
、
か
つ
て
の
ザ
ウ
ル
ス
は
現
在

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
一
歩
手
前

ま
で
来
て
い
た
し
、
液
晶
画
質
が

鮮
明
な
テ
レ
ビ
は
工
場
の
名
前
が

「亀
山
モ
デ
ル
一
と
プ
ラ
ン
ド
化

さ
れ
る
勢
い
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、

な
ぜ
今
日
の
苦
境
に
陥
っ
た
か
。

い
ず
れ
の
理
由
に
も
興
味
深
い

教
訓
が
含
ま
れ
る
が
、
最
大
の
要

因
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
典
型
と
す
る
主
力
製
品
の

「モ
ジ
ュ
ー
ル
化
一
に
、
適
応
し

損
ね
た
こ
と
だ
っ
た
。
日
本
企
業

の
強
み
は
、
数
多
く
の
部
品
・
製

造
工
程
を
自
社
内

・
系
列
内
で

「す
り
合
わ
せ
」
す
る
技
術
と
経

験
に
あ
っ
た
。
し
か
し
主
力
製
品

の
構
造
が
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
、

強
み
の
多
く
が
無
力
化
し
た
。
加

評

・山
崎
元

―
―
■
疑
憐
評
輸
家
ド

え
て
、
技
術

・
品
質
へ
の
過
剰
な

傾
斜
や
投
資
タ
イ
ミ
ン
グ
の
拙

さ
、
提
携
戦
略
の
失
敗
な
ど
で
、

日
の
丸
家
電
は
凋
落
に
向
か
う
。

現
在
の
自
動
車
や
高
級
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
に
は
ま
だ
日
本
の

「す

り
合
わ
せ
」
の
強
み
が
生
き
て
い

る
が
、
電
気
自
動
車
が
普
及
し
た

時
に
日
本
の
自
動
車
が
勝
ち
残
る

こ
と
が
で
き
る
か
は
不
透
明
だ
。

著
者
は
シ
ャ
ー
プ
の
開
発
・
製

造

・
経
営
の
現
場
を
丁
寧
に
追
い

な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
も
作
昭

し
つ
つ
、
失
敗
と
そ
の
教
訓
を

一

つ
一
つ
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
種

の
本
に
あ
り
が
ち
な

「あ
の
社
長

が
ダ
メ
だ
っ
た
」
式
の
悪
国
が
一

切
な
い
の
で
、
失
敗
の
物
語
な
の

だ
が
、
読
後
感
は
爽
や
か
だ
。
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